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 １月 5 日（日）北国街道妻入り会館にて、NPO 法人ねっとわ

ーくさぷらいと妻入りの会共催による「大繭玉飾り」が開催さ

れました。ミズキの枝に丸めた餅や昨年で 100 周年を迎えた紙

風船などの飾りをつけて豊作祈願いたしました。 

 そして、良寛記念館でも「つるし雛かざり」を 2 月 15 日～4

月 14 日まで飾る予定です。こちらもぜひご覧ください。みな

さまのご来場をお待ちしております。 

 

「大繭玉飾り」（４/15 まで） 

 今年も、学問の神様として親しまれる菅原道真の座像を飾る「天

神さま街道」がはじまりました。柏崎市、刈羽村、出雲崎町地域で

は商売繫盛や家内安全を願い、命日の 2 月 25 日に合わせて行われ

る行事です。尚、多聞寺様には、順徳天皇ゆかりの天神さまが安置

されております。毎年１月２５日には、ご開帳が行なわれており、

今年も多くの方々の参拝がありました。妻入り会館、尼瀬郵便局、

井鼻郵便局、磯野骨董品店、良寛記念館、大黒屋菓舗、ホット情報

館陽だまり、JA 越後さんとう出雲崎支店、天領の里の 9 会場でご

覧いただけます。 

「天神さま街道」（3/1 まで） 

この度、東京藝術大学院生の杉山佳さんより、出雲崎の街並を描いた 3 作品をご寄贈い

ただきました。中央公民館 1 階のロビーに展示していますので、ぜひ間近で作品をご覧く

ださい。 

東京藝術大学院生の作品展示～中央公民館～ 
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～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

【日 時】2 月 29 日（土）午前１０時～正午 

【会 場】中央公民館 調理室 

【内 容】『基本のドデカパンでピザ風』 

     『クランベリーホワイトチョコの切りっぱなしパン』 

【定 員】8 名（先着順） 

【講 師】おうちパンマスター 細木百合子 様 

【参加費】1,000 円（材料費として当日いただきます） 

【持ち物】タッパー（940 ㎖ 幅 11 ㎝×長さ 16 ㎝×高さ 6 ㎝位） 

     エプロン、三角巾、マスク、ハンドタオル 

【申込み】2 月 21 日（金）までにお申込みください。 

【日 時】3 月 13 日（金）午前 10 時～12 時 

【会 場】出雲崎町中央公民館 調理室 

【内 容】【菜の花づくしのおもてなしランチ】 

 

 

 

 

【定 員】14 名（先着順、男性も大歓迎です） 

【講 師】長岡市 井原 美佐子 様 

【参加費】８００円（材料費として当日いただきます。） 

【持ち物】エプロン・三角巾・マスク・ハンドタオル 

【申込み】2 月 28 日（金）までにお申込みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    
 

 

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

   【中 央 公 民 館】    

 

 【町立図書館（海岸公民館）】  

羽柴秀吉と千利休に雇われ、謀反人と逃げ延びた
敵を探す旅をする曾呂利新左衛門は、信長に反旗
を翻し逃走する荒木村重を偶然捕らえた。この首
の価値はいかに。曾呂利は村重の身柄を利休に引
き渡すが…。著者初の長編歴史小説。 

「これは家出ではないので心配しないでね」14 歳
と 17 歳。少女は 2 人きりで“アメリカを見る”旅
に出た…。美しい風景と愛すべき人々、そして「あ
の日の自分」に出会える長編小説。『小説すばる』
連載を加筆・修正。 

両親の愛を享受できなかった記憶に抗い続ける
橙子は、一見平穏な生活を送りながらも、時に息
子に怒りをぶつけてしまう。その姿は、嫌悪して
いた父親そのもので…。親子の愛憎を快る長編小
説。『小説新潮』提載を加筆し書籍化。 

涙をなくした君に･･･藤野 恵美 著 

首･･･北野 武 著 

あたしたち、海へ･･･井上 荒野 著 

彼女たちの場合は･･･江國 香織 著 

楽しいことはいつでも、三人一緒のはずだった。
クラスであれが始まるまでは…。大人には見えな
い、少女たちの孤独な魂にそっと寄り添う物語。 
『小説新潮』掲載を改題し書籍化。 

◆菜の花のパスタ ◆菜の花のサラダ 

◆菜の花の白和え ◆パンナコッタ 

（内容に一部変更がある場合があります） 

フラワーアレンジメント教室のご案内 料理教室のご案内 

【日 時】2 月 22 日（土）午前 10 時～11 時 30 分 

【会 場】出雲崎町中央公民館 視聴覚室 

【内 容】「ひな祭りのアレジメントフラワー」 

 桃・緑・黄色・白など、ひな祭りの色を取り入れた 

 生花のアレンジメントです。お雛飾りと一緒に楽し 

 めます。 

 

【定 員】10 名（先着順、男性も大歓迎です） 

【講 師】長岡市 明田川 綾子 様 

【参加費】1,500 円（材料費として当日いただきます。） 

【持ち物】はさみ・古新聞 1 日分・持ち帰り用の袋 

【申込み】2 月 14 日（金）までにお申込みください。 

各講座の申し込み・お問い合わせ 教育課 社会教育係 （☎78－2250）（FAX78－4559） 

おうちパン講座のご案内 
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～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 
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 公民館では「第３９回町民バドミントン大会」を

開催します。経験の有無は問いませんので、地域、ご

家族・ご友人とお気軽にご参加ください。 

      

※昨年の様子 

 

【日 時】 ３月１５日（日） 

【会 場】 町民体育館  

      ８時３０分 受付開始 

【締 切】 ３月６日（金） 

      要項、申込用紙は体育館事務室にあ

りますので、参加を希望される方は

お越しください。 

１月２０日（月）から体育館を会場にコーディネ

ーション教室が始まりました。小学４～６年生とそ

の保護者を対象に合わせて４名の方からご参加いた

だきました。コーディネーショントレーニングは運

動神経を鍛えるもので、参加した人たちは普段行わ

ない運動に最初は戸惑いながらも最後は体をスムー

ズに動かせるようになっていました。 

2/12、19、26 日（水）19：30～21：00 

１月３０日（木）から中央公民館講堂を会場にトラ

ンポビクス教室が始まりました。教室には男女合わせ

て２０名の方からご参加いただきトランポリンを使っ

た運動を楽しんでいました。トランポビクスは床での

運動に比べ足腰への負担が少なく、運動する方に合わ

せた動きができるところが大きな魅力です。教室は２

月２０日（木）まで開催予定です。 

公民館では下記のとおりトレーニングルームの

講習会を開催します。トレーニングルームを初めて

利用する方、マシンの使い方に自信がない方にオス

スメです。 

【開催日】 ３月１１日（水）  

午後７時３０分から午後９時００分まで 

【会 場】 町民体育館 2 階 トレーニングルーム 

【講 師】 髙橋 美恵先生 

（ﾌｨｯﾄﾈｽｻｰｸﾙﾕｳｷ所属トレーナー） 

【内 容】 施設利用上の規則、トレーニングマシ

ンの使い方、トレーニング方法の講習 

【対 象】 町内在住、または町内に勤めている方

（中学３年生以上） 

【定 員】 ２０名程度（先着順） 

【持ち物】 トレーニングウェア(ジャージ)、内履

き、タオル、飲み物(フタ付)など 

【申込み】 ３月４日（水）までに町民体育館にお

申し込みください。 


